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1. はじめに 

現代の若者におけるコミュニケーションは，主にテキス

トや画像・動画を中心とした非対面形式が主流となり，文

字やスタンプで情報や感情を伝える文化が定着している．

このような環境下において，対面での即時対応が求められ

るコミュニケーション（例：職場での電話応対など）に対

し，若者がストレスを感じるケースが報告されている[1]．

一般社団法人 日本経済団体連合会「2018 年度 新卒採用に

関するアンケート調査結果」では，「「(参考) 選考にあたって

特に重視した点（５つ選択）」において，「「コミュニケーショ

ン能力」が 82.4％で第 1 位となっている[2]．また，楽天イ

ンサイト株式会社が行った 2024年度の調査結果の図 1[3]で

も，「「社会人に特に求められていると思うスキルの回答」に

おいてコミュニケーション能力が 1 位となっており，現状

でも変わらずコミュニケーション能力は社会活動の中で重

要とされるスキルの１つであると考えられる． 

 

図 1 2024 年度社会人に特に求められていると思うスキルの回答 

しかし，このようなトレーニングを行うには，場所・時

間・金銭的制約や対人ストレスが伴う． 

本研究では，対話型 AI を活用し，アクセスしやすく心理的

負担を感じにくい環境で，対人コミュニケーション能力（対

応力，適応力，発想力）の向上とともに，潜在的心理バイア

スに着目し，テキストから画像が生成されるプロセスにお

いて，ユーザーが伝えていない情報である暗黙情報を LLM
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と画像生成モデルが補完する仕組みを利用し，フィードバ

ックに画像を用いることにより，潜在的心理バイアスへの

気づきから，メタ認知につなげるトレーニングシステムを

開発・評価することを目指すものである． 

コミュニケーション・スキルの定義は，藤本らの研究[4]で

記されているように「ソーシャル・スキルと概念上の重複

が見られるなど一意ではない」[藤本等,2007:347]が，本研究

では，次のように記されているものを参考とした．コミュ

ニケーション能力，対応力，適応力，発想力については次の

ように記されている．コミュニケーション能力は「コミュ

ニケーションとは対人間での情報共有や意思の疎通のこと

であり，コミュニケーション能力は，それらをスムーズに

行うことができる力」[5]．対応力は「「対応」の項目第 4 義

にあたる「周囲の状況などに合わせて事をすること」[6]か

ら周囲の状況に合わせて物事に対処する力と解釈する．適

応力は「環境に対して速やかに適応できる能力」[5]．発想

力は「何かを思いつき，新しいものを生み出す力」[5]とあ

る．本システムでは，対話型 AI が複数のキーワードを提示

し，ユーザーは即興的に予測できないキーワードを用いて

ストーリーを作成することで，これら力の向上に期待する

ものである． 

2. 関連研究 

LLM を用いたトレーニングシステムの先行研究として

Yang らが行った研究[7]がある．AI 活用の可能性を探求し，

LLM を用いたソーシャルスキルトレーニングシステムに

おいて，より多くの人々にアクセス可能な学習機会を提供

することを目指し，トレーニングによるスキル向上が示さ

れている．また，LLM を社会的利益のために，特に社会的

スキルのトレーニングのような分野で活用するために不可

欠であると述べられている． 

次に，今回着目した潜在的心理バイアスについては

Atreides らの研究[8]によって，LLM にも認知バイアスが現

れることがデータに基づいて報告されており，人間の偏り

を反映・再構築している可能性があるという示唆がなされ

ている．また，これまで LLM の認知バイアスについて検出



 

する研究が多かったが，Lemieux らの研究[9]では，LLM と

⾼度なプロンプトエンジニアリング技術を⽤いて，ユーザ

ー⽣成テキストにおける認知バイアスをリアルタイムで検

出する新たなアプローチが示されている．これらのことか

ら，LLM により潜在的心理バイアスのフィードバックを行

うことが可能であると考える． 

コミュニケーションにおいては，林らの研究[10]の中で

「人間の言語コミュニケーションにおいて，他者の視点に

立つ認知プロセスを理解するというのは，極めて重要な課

題であるといえる．日常会話場面でコミュニケーションが

成立するためには，情報の送り手と受け手がお互いの状況

や意図を推測しあいながら情報交換を行う必要がある」[林

等,2011:580]と述べられている．この他者視点の認知プロセ

スにおいて，本研究では画像生成を用いる． 

画像生成においては，テキスト→画像生成は大きく以下

の三つのステップで構成されている[11,12,13,14,15]．①テキ

スト埋め込みの生成：ユーザーのプロンプトは Transformer

や CLIP といったテキストエンコーダを通じて，多次元の意

味ベクトル（テキスト埋め込み）へと変換される．②潜在表

現の生成：代表的な画像生成モデルとして，トークンを自

己回帰的に生成する自己回帰型（DALL·E 1），ノイズ→逆

拡散で生成する拡散モデル（Stable Diffusion など），条件付

き GAN（AttnGAN など）がある．いずれもテキスト埋め

込みを条件情報として用いるが，拡散モデルではクロスア

テンション＋Classifier‑Free Guidance によって高度なプロ

ンプト適合を実現する．③生成された潜在表現は，自己回

帰型では dVAE のデコーダ，拡散モデルでは潜在空間のデ

コーダ／アップサンプリングネットワーク，GAN ではジェ

ネレータ本体を用いて RGB ピクセル空間に復元される．ま

た，画像生成過程ではアテンション機構を介して，モデル

が学習データから獲得した統計的先行知識を動的に参照し，

プロンプトで指定されていない背景情報や構図，質感など

の詳細を適切に埋め込みながら生成が行われる.図 2 はテキ

ストから画像への生成プロセスを表したものである． 

 

図 2 画像生成プロセス 

本研究では，LLM で生成したテキスト埋め込みを画像生

成モデルが統計的先行知識に基づいて暗黙情報を補完し，

潜在空間上に妥当な解釈を配置する仕組みを利用する．さ

らに，その結果得られた画像をフィードバックとして活用

するものである． 

3. システムについて 

本研究では，潜在的心理バイアスが「話者が双方向的に

コミュニケーションを行う場面では，コミュニケーション

の齟齬として現れると考えられる」[林等,2011:580]，聞き手

は相手の意図を汲み取るために，自分と相手が共有する知

識を参照する必要があるが，しばしば自己中心的ヒューリ

スティックを用いることがある[16]という考えをもとに，ス

トーリーの可視化を行うことで自分の伝えた（伝えたい）

ことが 100%正確に相手に伝わるわけでないという体験か

ら気づきを得ることを目指している．また，「「他者視点の理

解の促進が，異なるコミュニケーションプロセスが媒介す

ることによりもたらされたことは興味深い」[林等,2011:582-

583]という考えからコミュニケーションの方法が違うと，

他者の視点を理解するプロセスも変わる，それが結果的に

他者視点の理解を促進することにつながると理解し，画像

でのフィードバックというプロセスが媒介することで，他

者視点理解の促進がもたらされる可能性があると考える．

図 3 は，本研究の画像フィードバックにおける概念図であ

る． 

 

図 3 画像フィードバックの概念図 

自分にとって当たり前の情報「（散歩はいつも夜に犬と行く）

を伝えていない場合，生成 AI は平均的解釈を配置すること

で不完全なテキスト情報を充足し画像生成を行う（テキス

トから生成された画像）．このような場面は日常に限らずビ

ジネスの場でも生じており，林らは「それぞれの分野で暗



 

黙の前提となっている問題に対する捉え方の違いや，着眼

点の違いが，コミュニケーションの齟齬を引き起こし，逆

に協同問題解決の制約が現れる場合もある」[林等,2011:569]

としている． 

以下，図 4 はシステムの構成図である． 

 

図 4 システム構成図 

ユーザーは対話型 AI から提示された複数のキーワードを

使用して，即興的にテキストでストーリーを作成する．事

前に準備ができない状況でユーザーはストーリーを作成す

る体験から，対応力・適応力・発想力を養う．ストーリーを

受け取った対話型 AI は，画像生成モデルからユーザーが伝

えなかった情報である暗黙情報を補完して画像を生成する．

対話型 AI は生成された画像と，作成されたストーリーの文

章に対するフィードバックとともに，補完した内容と潜在

的心理バイアスについてのフィードバックを表示する．ユ

ーザーは自分が作成したストーリーの映像が頭の中にあり，

生成された画像との相違で気づきを得ることができる．相

違がない場合は,テキストのフィードバックにより,潜在的

心理バイアスについての学びを得ることができるものであ

る． 

4. 潜在的心理バイアスの実験 

大学生・大学院生の 11 名（男性 10 名,女性 1 名）に協力

をいただき，潜在的心理バイアスについての実験を行った．

実験の内容としては，まず実験の条件を揃えるため，①参

加者全員に同じストーリーが提示された．「・提示されたスト

ーリー：「A さんは，カフェの窓際テーブルで，手元の資料

を見ながら誰かと小声で話していた．ときどき資料に線を

引いたり，ペンを走らせたりしている．」 

次に②「提示されたストーリーからどんな映像が浮かびま

したか」という問いに対し記述を行っていただいた．記述

が終了した時点で，③画像 1 と画像 2 が示され「画像が示

されたことにより，潜在的心理バイアスについて気づきを

得た点がありましたらご記入ください」という問いに対し

記述を行っていただいた． 

また実験後には，該当項目にチェックをお願いする実験後

アンケートが実施された．図 5 は③で示された画像 1 と画

像 2 である．今回の実験では対象が学生であったため，学

生と一般的に想像しやすいと思われるビジネスパーソンの

画像を用意した． 

 

図 5 実験で提示された画像 

5. 結果と考察 

実験後アンケートはリッカート尺度を用いて評価し，自

由記述を設けて意見を募った．以下，結果の内容である．表

1 で示す実験記述アンケートの結果では，項目「ストーリー

のみ」ではストーリーから浮かんだ映像についての内容が

記されている．対象は全員大学生であるが，「「キャリアウー

マン」，「「友達と勉強」，「マンガ家」，「ビジネスの商談」など

シーンが多岐にわたっており，潜在的バイアスが年代で限

定されるものでなく，個々によって多様であることを示し

ている．実験後の選択アンケートでは,図 6 で示す問 1 普段

の潜在的心理バイアスの意識について「意識している・や

や意識している」と「意識していない・やや意識していな

い」がそれぞれ 5 名(45%)の同数であり，潜在的バイアスの

意識について年代で限定されるものではないことが示され

ている．図 7 で示す問 2 の画像の有効性では，「「有効・やや

有効」との回答が 11 名(100%)と画像の提示において潜在的

心理バイアスの気づきを得ることの有効性が確認された．

図 8 で示す問 3 のこの体験を機とした今後の潜在的心理バ

イアスの意識について「「思う・やや思う」が 9 名(80%)，「「や

や思わない」2 名(18%)と，今回の体験が今後のコミュニケ

ーションにおいて潜在的バイアスの意識につながるものと

なった．また表 2 で示す問 4 の自由記述では，「画像と頭の

中で比較しやすかった」「「抽象的な表現の場合，適切な伝わ



 

り方をすることは難しいことが分かった」「「画像を見ると想

像していたものと違って，心理バイアスを意識しているつ

もりはなくても，少しバイアスを考えているのかもしれな

いと思った」などの記述がみられた．

 

表 1 実験アンケート結果 

 

 

図 6 潜在バイアスへの意識 実験後アンケート結果 

 

図 7 画像の有効性 実験後アンケート結果 

 

図 8 意識の変化 実験後アンケート結果 

  



 

表 2 自由記述 実験後アンケート結果 

 

また,実験後アンケートの問1(潜在的心理バイアスへの事前

意識)と問 2(画像提示による効果実感)の関連性を検討する

ため，カイ 2 乗検定を実施した．検定の結果，カイ 2 乗値

は 3.44，p 値は 0.487 であり，有意水準 5%を超えており統

計的に有意な関係は認められなかった． 

6. 今後の展望と課題 

今回は本研究で着目する潜在的心理バイアスについて実

験を行った．ユーザーが作成したストーリーを LLM と画像

生成モデルが暗黙情報を補完した画像を生成し，可視化を

行うことで自分の伝えた（伝えたい）ことが 100%正確に相

手に伝わるわけでないという体験から気づきを得ることを

目指すものであり，実験結果から画像を示すことの有効性

を確認することができた．今後の展望として，作成したス

トーリーをテキストで返す段階から音声で返す段階など，

ユーザーが段階的に学習・レベルアップができるような設

計が必要ではないかと考える． また課題としては，画像と

ともに示される対話型 AI の潜在的バイアスフィードバッ

クについての実装と本研究で扱うコミュニケーション能力

（対応力・適応力・発想力）のスキル向上についての実験「・

評価を行うことである． 
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